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11月末現在の会員数603人
（男性362人・女性241人）

私 た ち を 見 守 っ て く れ て あ り が と う ！

宮里・高原両小学校の児童会から感謝状

沖縄市シルバー人材センター会員は、地域の子供たちが安心・安全に通学できるよう地

区長らを中心に沖縄市内全16小学校で「下校時安全パトロール」をボランティア活動とし

て展開。また、いくつかの学校で草刈清掃などを実施し、子供たちや学校、地域から感謝

されている。11月23日の勤労感謝の日を前にした20、22日の両日朝、宮里小と高原小の児

童会からボランティア活動を続ける仲間らに「シルバーのおじいちゃん・おばあちゃん、

いつも私たちを見守ってくれてありがとう」とねぎらいの感謝状が手渡された。

宮里 小学 校高 原小 学 校

（写真前列右から） 銘苅朝弘地区長、中地初

枝さん、大盛春子さん、八幡勝さん、橘昌美地域

学校協働推進員、祖根静子さん、島村勝彦さん
（写真前列右から） 喜屋武盛正さん、仲

村健さん、桑江良次地区長



（第１４０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成３０年１２月５日（２)

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の『平成30年度定時総会』で採択された「支援要請」

「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と

支
援
の
要
望

（
全
文
掲
載
）

我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
し
て

い
る
中
で
成
長
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
働
く
意
欲
と
能
力
の

あ
る
す
べ
て
の
高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常

生
活
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の

「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
つ
く
り
、
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現

を
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
併
せ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を
実
行
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
医
療

費
や
介
護
給
付
費
の
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
三
月
に
働
き
方
改
革
実
現
会
議
が
決
定
し
た
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
に
お
い
て
も
、
「
健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル
対
策
を
進

め
つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
就
労
機
会
を
提
供
す
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
と

地
域
社
会
の
期
待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
・
拡
充
は
、

国
の
施
策
の
実
現
や
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
六
年

度
ま
で
の
七
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
二
次
会
員
百
万
人
達
成
計
画
」

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
二
年
度
ま

で
に
八
十
万
人
、
そ
し
て
、
平
成
三
十
六
年
度
に
は
、
会
員
百
万
人

を
目
指
し
て
、
会
員
増
加
の
取
り
組
み
を
一
段
と
強
め
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
施
策
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、

①

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
な
ど
の
要
支
援
高
齢
者
に
対
す
る
事
業

②

子
育
て
中
の
現
役
世
代
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
事
業

③

人
手
不
足
の
地
元
企
業
に
向
け
た
シ
ル
バ
ー
派
遣
等
の
事
業

④

空
き
家
管
理
、
遊
休
地
を
活
用
し
た
農
園
事
業
な
ど
の
事
業

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
派
遣
ま
た
は
職
業
紹
介
で
の
働
き
方
に
お
い
て
、
都

道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
業
種
・
職
種
に
つ
い
て
週
四
十
時
間
ま
で
就

業
が
可
能
と
な
っ
た
特
例
措
置
を
有
効
的
に
活
用
し
、
現
役
世
代
の
下

支
え
や
人
手
不
足
分
野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
適

正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、
地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
と
就
業

意
欲
の
高
い
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
一
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金
等
の
確
保
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

特
に
、
国
に
お
い
て
は
一
般
会
計
を
財
源
と
す
る
補
助
金
の
確
保
、

ま
た
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
は
国
の
補
助
金
と
同
額
以
上

の
補
助
金
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
市
区
町
村
等
の

公
共
か
ら
の
事
業
発
注
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
多
く
は
、
事
業
規
模
が
小
さ
く

財
政
的
に
は
不
安
定
で
あ
り
、
経
済
変
動
な
ど
に
よ
り
た
ち
ま
ち
財
政

難
に
陥
る
危
機
を
孕
ん
で
い
ま
す
。
公
益
法
人
が
事
業
を
継
続
的
・
安

定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
「
特
定
費
用
準
備
資
金
」
に
つ
い
て
、
剰

余
金
を
赤
字
年
度
及
び
災
害
等
、
将
来
の
収
支
変
動
に
備
え
た
資
金
や

運
転
資
金
と
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
見
直
し
を
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

「シルバー人材センター事業に更なる支援を」！！



（３）平成３０年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１４０号）

管
理
群
班
（
嘉
川
宗
義
班
長
）
は
11
月
７
・
８
の
両
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
今
年
度
２
回
目
の
「
駐
車
場
整
理
業
務
」
講
習
会
を

開
催
し
た
。
講
師
は
東
洋
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
沖
縄
株
式
会
社
の
幸
地

護
指
導
教
育
課
長
。
駐
車
場
整
理
業
務
に
お
け
る
心
得
と
接
遇
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
講
義
、
質
疑
応
答
の
後
に
実
地
研
修
を
行
っ
た
。
二
日
間
で
延

べ
27
人
が
受
講
し
た
。

幸
地
課
長
は
「
よ
り
よ
い
接
遇
を
心
掛
け
る
に
は
、
挨
拶
や
言
葉
遣
い

の
ほ
か
、
服
装
・
身
だ
し
な
み
に
気
を
配
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
。
そ
れ

は
、
第
一
印
象
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
〝
見
た
目
〟
で

決
ま
る
か
ら
で
あ
る
」
と
力
説
し
た
。

幸地講師の講義に熱心に聞き入る受講生

駐車場への案内について実地研修

駐
車
場
整
理
業
務
の
心
得

を
身
振
り
手
振
り
で
講
話

第
９
回

理
事
会

契

約

金
額

は

対
前

年

微
増

ー
10
月
実
績
ー

第
９
回
理
事
会
が
11
月
20
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た
比
嘉

幸
雄
、
安
次
富
正
文
両
監
事
に
よ
る
中
間
監
査
（
４
月

～
９
月
末
）
の
結
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、
９

人
（
女
性
４
人
・
男
性
５
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結

果
11
月
20
日
現
在
の
会
員
数
は
６
０
３
人
（
女
性
２
４

１
人
・
男
性
３
６
２
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
10
月
の

退
会
者
は
４
人
。

そ
の
他
、
諸
事
業
報
告
、
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ

た
。平

成
30
年
10
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
９
４

人
で
11
人
の
減
（
▲
１
％
）
、
就
業
実
人
員
３
３
８
人

で
14
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
延
人
員
４
１
８
４
人

で
１
４
１
人
の
減
（
▲
３
％
）
、
配
分
金
約
２
０
４
９

万
円
で
約
７
２
万
円
の
減
（
▲
３
％
）
、
契
約
金
額
約

２
６
３
２
万
円
で
約
18
万
円
の
微
増
（
０
・
７
％
）

と
な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
比
同
月
比
）

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

接遇は「見た目」で決まる
駐車場整理業務講習会を開催



安
慶
田
中
校
地
区
（
金
城
武
夫
地
区
長
）

は
10
月
24
日
、
美
里
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。
女
子
は
仲
田

ヒ
ロ
子
さ
ん
、
男
子
は
小
橋
川
洋
一
さ
ん

が
と
も
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
達
成
し
て

圧
巻
の
優
勝
。
小
橋
川
さ
ん
は
連
覇
。

（第１４０号） 公益社団法人沖縄市シルバー人材センター 平成３０年１２月５日（４)

地区
活動

安慶田中校地区

女 子 男 子

優 勝 仲田 ヒロ子 小橋川 洋一

小橋川 洋一 3回 仲田 ヒロ子

金城 武夫 仲西 トキ

上原 精栄 －

【 ホールインワン賞 】

秋晴れ 20人が心地よく汗流す
グラウンドゴルフ大会開催

小
橋
川
洋
一
さ
ん
が
連
覇

女
子
は
仲
田
ヒ
ロ
子
さ
ん

美
東
・
東
中
校
地
区

美
東
・
東
中
校
地
区
（
桑
江
良
次
地

区
長
）
は
11
月
24
日
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ウ

ル
で
今
年
度
２
回
目
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
た
。
大
会
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
に
よ
る
２
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
女
子
は

上
江
洲
鈴
香
さ
ん
、
男
子
は
義
元
得
一

さ
ん
が
優
勝
し
た
。
参
加
者
は
23
人
。

上江洲鈴香、義元得一さんが優勝
ボウリング大会で親睦交流と健康増進

入 賞 者

男 性 女 性

優 勝 義元 得一 上江洲鈴香

２ 位 喜屋武盛正 安村 良子

３ 位 宮城 幸雄 外間 順子

４ 位 下野 英一 小底 君子

ラッキー７賞 桑江 良哲 藤山 君江

ブービー賞 古堅 宗行 新城 正子

14位（当日賞） 平良 英雄 -

23位（ 〃 ） - 田中 キヨ



（5）平成３０年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１４０号）

美
東
・
東
中
校
地
区

美
東
・
東
中
校
地
区
（
桑
江
良
次
地
区
長
）
は
10
月
24
日
、
比
屋
根
小

学
校
（
志
堅
原
敦
彦
校
長
）
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
新

年
度
に
入
っ
て
同
地
区
の
最
初
の
事
業
実
施
と
な
る
。

こ
の
日
は
午
後
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、
11
名
が
参
加

し
て
地
区
内
の
学
校
周
辺
や
通
学
路
を
見
回
っ
た
。

相
談
コ
ー
ナ
ー

センター会員の活動状

況を紹介する「普及・啓

発パネル展」が10月30・

31の両日、市役所１Ｆ展示コーナー

で開催された。役職員や会員をは

じめ市民など延べ181人が来場し

た。初日の開会セレモニーでは、

上原秀雄理事長が「この事業は、

シルバーの理念や事業内容を多く

の市民に知らせることにより、会

員の増強と就業機会の拡大につな

がる大事な取り組みとなっている」

と述べた。

手
工
芸
品
展
示
で
会
員

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

（
写
真
前
列
右
か
ら
）
宮
城
幸

雄
さ
ん
、
東
洋
一
さ
ん
、
金
城

京
子
さ
ん
、
新
城
正
子
さ
ん

（
中
列
右
か
ら
）
新
垣
和
子
さ

ん
、
仲
宗
根
良
夫
さ
ん

（
後
列
右
か
ら
）
松
川
邦
昭
教

頭
、
桑
江
良
次
地
区
長
、
喜
屋

武
盛
正
さ
ん
、
高
江
洲
義
友
さ

ん
、
楢
原
教
宏
さ
ん
、
川
満
三

喜
男
さ
ん

下 校 時 安 全 パ ト ロ ー ル 始 動 比 屋 根 小地区
活動

普及啓発促進月間多彩な取り組み展開
「普及・啓発パネル展」で閉幕



（第１４０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成３０年１２月５日（６)

受

講

し

ま

せ

ん

か

「
第
Ⅳ

期

（
一

～
三
月
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
」

定員・・各講座１７名
（先着順〆切り）

申込・・12月10日（月）～14日（金）
午後1時～4時

地域、年齢は問いません。
（駐車場完備）

＊ テキスト代
・パソコン入門＆中級ワード・・2,160円
・エクセル・・・・・・・・・・1,296円
・デジカメ・・・・・・・・・・ 500円

＊ 材料費
・用紙、印刷代として・・ 300円～500円

初
心
者
に
優
し
い
講
師
が

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ期 ４月～６月

Ⅱ期 ７月～９月

Ⅲ期 10月～12月

Ⅳ期 １月～３月

お申込・お問い合わせ

（公社）沖縄市シルバー人材センター

〒 904 -21 55 沖縄市美原 3-1 -1

Ｔel ９２９－１３６１

新

入

会

員

紹

介

11
月
は
９
人
（
女
性
４
人
・
男
性
５
人
）

が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

伊
禮
門

三
夫

（
美
里
中
校
地
区
）

富
村

朝
秋

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

謝
花

喜
善

（
美
里
中
校
地
区
）

屋
宜

宣
純

（
美
里
中
校
地
区
）

佐
々
木

正
彦

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

奥
間

文
子

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

諸
見
里

サ
チ
子
（
山
内
中
校
地
区
）

屋
我

信
子

（
美
里
中
校
地
区
）

大
城

ノ
ブ

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10

時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気

軽

に

ご
相

談

く

だ

さ

い

。

無

事

故

記

録

平
成
30
年
８
月
18
日

～

30
年
11
月
22
日

94日
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健

康

講

話

あ
な
た
の
美
容
と
健
康
の
お
手

伝
い
を
す
る
食
事
法
《
後
編
》

ヒ
ト
の
体
は
６
０
兆
個
も
の
細
胞
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
細

胞
に
は
寿
命
が
あ
る
た
め
、
修
復
し
た
り
新
し
い
細
胞
に
入

れ
替
え
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
必
須
栄
養
素
を
し
っ
か
り
摂
る
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

渡

辺

信

幸
院
長

必須４栄養素について

タンパク質・脂質・ミネラル・ビ

タミンは、体の修復作業や新しい細胞

をつくるためには欠かせません。食べ

なくてはいけない４つの栄養素となっ

ている。

特にタンパク質と脂質は体重の水分

を引いた残り90％を占めるため、これ

らが不足すると身体は修復できない。

ＭＥＣ食の効果を体感！

ＭＥＣ食(メックしょく)は、

「いつでも・どこでも・だれ

もが」簡単にできる。

離乳食（補完食）のお子さ

んから高齢者までが安心して

食べられる。大人は肉200ｇ、

卵３個、チーズ108ｇ（6ｐチー

ズ1箱）が１日の目標量。３

食に分けても、間食に分けて

も構わない。ただし、30回は

かむこと。

実践してその効果を体感で

きるようになるのは早い人で

４日目から効果がでてくる。

ＭＥＣ食で人は生まれ変わる

ヒトの体をつくるＭＥＣ食。血

管の弾力を取り戻すことで降圧効

果がある。骨や筋肉を強くするこ

とで健康的にやせられ、整形外科

疾患も改善する。皮膚は細胞の代

謝が活発になり、ツヤツヤになる。

その他、高血圧症、間接リュウ

マチ、糖尿病の治療などにも効果

を上げており、処方薬から卒業し、

医療費の削減も可能となる。

肉・卵・チーズには必須

栄養素が含まれている

予防医療の視点からも肉

Ｍｅａｔ，卵Ｅｇｇｓ，チー

ズＣｈｅｅｓｅをたっぷり

食べることから始まるので

ある。

ヒトの乳児は母乳（動物

性のタンパク質・脂質）で

育つことからもわかる。

イオンライカムで行われた中部徳

洲会病院によるこくらクリニック

渡辺信幸院長の講話より

忘
年
会
の
お
知
ら
せ

美

里

中

校

地

区

・
日

時

12
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時

・
場

所

デ
イ
ゴ
ホ
テ
ル

・
会

費

３
，
０
０
０
円

・
申
込
締
切

12
月
７
日
（
金
）

山

内

中

校

地

区

・
日

時

12
月
15
日
（
土
）
午
後
５
時
～
８
時

・
場

所

ス
ナ
ッ
ク
ビ
ー
ン
ズ

球
陽
ス
ト
リ
ー
ト

藤
タ
ク
シ
ー
隣
り

・
会

費

女
性

２
，
０
０
０
円

男
性

３
，
０
０
０
円

・
申
込
締
切

12
月
12
日
（
水
）

・
連
絡
先

唐
眞
0
9
0

5
7
2
6

4
3
4
5

コ

ザ

中

校

地

区

・
日

時

12
月
23
日
（
日
）

午
後
６
時
集
合

同
６
時
30
分
開
会

・
場

所

居
酒
屋

て
ん
ぐ
（
諸
見
里
在
）

・
会

費

３
，
０
０
０
円

・
申
込
締
切

12
月
14
日
（
金
）

※

全
員
参
加
で
盛
り
上
が
ろ
う
！
（
特
に
班

長
の
皆
さ
ん
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
）



１２月の予定

10
日
（
月
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

25
日
（
火
）
午
前
10
時

第
10
回
理
事
会

26
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

28
日
（
金
）
仕
事
納
め

編

集

後

記

編

集

（第１４０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成３０年１２月５日（８)

東
條

正
躬

大
城

博

本
誌
連
載
の
健
康
講
話
か
ら
。
食
事
は
、

野
菜
か
ら
と
よ
く
言
う
が
、
ヒ
ト
に
は
食

物
繊
維
を
分
解
す
る
消
化
酵
素
が
な
い
。

肉
な
ど
脂
質
の
方
が
、
脂
肪
分
解
酵
素
が

分
泌
さ
れ
て
消
化
に
良
い
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
人
類
の
歴
史
が
狩
猟
生

活
か
ら
始
ま
り
、
肉
食
中
心
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
し
っ
か
り
組
み
込

ま
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
沖
縄
も
古
く

か
ら
豚
肉
の
食
文
化
が
、
健
康
長
寿
を
支

え
て
き
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

食
の
情
報
が
飛
び
交
い
、
諸
説
紛
々
の

昨
今
、
戸
惑
う
ば
か
り
で
あ
る
が
ま
ず
は
、

過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
が
無
難
。


